仕様書
1. 業務内容 
地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪国際がんセンターの基準寝具類(以下「基準寝具類」 という。)及び当直者・夜勤者・外来・手術室等用の寝具類(以下「当直者等用寝具類」という。)の賃貸借。 
2. 賃貸借物品の内容等 
別紙(1)「大阪国際がんセンター基準寝具類仕様」及び別紙(2)「大阪国際がんセンタ 一当直者等用寝具類仕様」による。 
3. 契約方法 
上記2の賃貸借物品を1日1式賃借した場合(別紙(1)の2及び別紙(2)の2 寝具類の洗濯及び補修等の基準に定める洗濯及び補修等の他、随時発生する破汚損等に係る洗濯及び補修等を含む)の金額について単価契約を締結する。 
必要基本基準寝具類組数及び当直者等用寝具類組数 
1)基準寝具類組数については、下表(令和元年度実績)の稼動病床数及び入院患者数を勘案 し、必要な組数を用意すること。ただし、あくまで予定数量で約束するものでない。 
稼働病床数500床
入院患者数160,943人 

2)当直者等用寝具類組数については、下表の数量を勘案し、必要な組数を用意すること。ただし、あくまで予定数量で約束するものでない。 
・令和2年12月実績
基準寝具13,299組
外来・手術室等用寝具類 217 組
当直者・夜勤者用寝具類 1,023 組
　・令和3年7月1日から令和6年6月30日の3年間予定数量
基準寝具466,030組
外来・手術室等用寝具類 7,665 組
当直者・夜勤者用寝具類 36,135 組




5. 賃貸借期間 
令和３年7月1日から令和６年6月30日まで 





6. 納品(回収) 場所 
1)基準寝具類 
発注者が指定する各病棟のリネン庫 
2)当直者等用寝具類 下表に記載の各配置場所 
	種類
	配置場所
	常時用意する組数

	当直者・夜勤者用寝具類
	内科当直室
	6階
	1組

	
	外科当直室
	6階
	1組

	
	HCU当直室
	6階
	1組

	
	女性医師当直室
	6階
	1組

	
	CE当直室
	6階
	1組

	
	手術室看護師当直室
	6階
	1組

	
	手術室看護師当直室
	6階
	1組

	
	看護師長当直室
	6階
	1組

	
	予備当直室
	6階
	1組

	
	授乳室
	6階
	1組

	
	臨床検査技師当直室１（※）
	5階
	1組

	
	臨床検査技師当直室２（※）
	5階
	1組

	
	CCU当直室
	4階
	1組

	
	麻酔科当直室
	4階
	1組

	
	放射線技師当直室１（※）
	3階
	1組

	
	放射線技師当直室２（※）
	3階
	1組

	
	薬局当直室
	1階
	1組

	
	13階さくら病棟スタッフルーム２
	13階
	1組

	
	13階なでしこ病棟スタッフルーム２
	13階
	1組

	
	12階さくら病棟スタッフルーム２
	12階
	1組

	
	12階なでしこ病棟スタッフルーム２
	12階
	1組

	
	11階さくら病棟スタッフルーム２
	11階
	1組

	
	11階なでしこ病棟スタッフルーム２
	11階
	1組

	
	10階さくら病棟スタッフルーム２
	10階
	1組

	
	10階なでしこ病棟スタッフルーム２
	10階
	1組

	
	9階特別室内スタッフルーム1・２
	9階
	2組

	
	9階なでしこ病棟スタッフルーム２
	9階
	1組

	
	8階さくら病棟スタッフルーム２
	8階
	1組

	
	8階なでしこ病棟スタッフルーム２
	8階
	1組

	
	合計
	30組

	外来手術室等用寝具類
	内科救急診察室
	２階
	１組

	
	外科処置室
	２階
	１組

	
	内視鏡回復室
	３階
	５組

	
	合計
	７組


※臨床検査技師当直室及び放射線技師当直室については二日に1回の使用 
7.駐在員の配置と役割 
(1) 円滑な寝具類の搬入・搬出及び連絡事務等を行うため、センター内に駐在員を配置させること。
 (2) 駐在員は、毎日(日曜及び祝日を除く)各病棟のリネン庫の寝具類の在庫状況を確認し、　不足を認めた場合には補充に務めるとともに、各病棟等及び当直室等より回収した使用済寝具類を8の場所に持ち帰り保管後、洗濯、消毒又は補修を行うため受注者の工場等に搬出させること。 
8.駐在員の控室及び作業室等 
発注者が指定し、無償で貸与する。 水光熱費の節約に努めること。
9.委託の禁止 
寝具類の洗濯・消毒を第三者に委託してはならない。 
10. 寝具等の補修 
寝具等に破損を生じた場合は、受注者において補修等をするものとする。 この場合に要する一切の経費は受注者の負担とする。 ただし、発注者が故意に破損したと認められる場合は、別途協議する。 
11. 継続的な業務の遂行について 
受注者は、受託洗濯施設の受託業務の全部又は一部の遂行が困難となった場合の危険の担保 のため、次の体制を整備しなければならない。 
(1)財団法人医療関連サービス振興会のサービスマーク認定事業者との間で代行保証契約を締結 するか、又は事業者団体等が行う代行保証制度へ加入するか、又は社内の他の病院寝具類専 門施設から継続してサービス提供を実施する体制を構築すること。 
なお、これらの一切の費用は、受注者の負担とする。 
(2) 代行の実施が必要となった場合の対応のため、次の事項を記載したマニュアルを作成し、従業者及び発注者に周知しておかなければならない。 
12. その他 
(1)発注者の必要とする寝具等を常備し、常にその要求に応じて速やかに納品すること。
(2)寝具類倉庫に保管する寝具類については、湿気・害虫等の被害がないよう、必要な措置を講じておくこと。 
(3)汚損・汚染した寝具類は、発注者の指示に従い速やかに交換すること。 
(4)年末年始等長期にわたる休日においても、可能なかぎり、発注者の要望に対応すること。 
(5)契約開始前に業務内容について十分習熟することにより、契約開始後に混乱する事態を発生させないこと。 
(6) 本業務に使用する運搬車両は大阪府生活環境の保全等に関する条例に基づく流入車対策による車種規制適合車種又は経過措置車でなければならない。 
(7)寝具類の消毒については、平成5年2月15日付指第 14号厚生省健康政策局指導課長通知が定める基準に従い、適切に行わなければならない。 
(8)業務従事者の健康管理については、労働安全衛生法等に基づき、全業務従事者に対して必要 な健康診断を定期的に実施し、発注者に対しその項目及び結果を報告し、その健康管理に万全の注意を払うものとする。健康診断の実施に当たっては、当センターがウイルス肝炎防止対策を実施する必要のある機関であり、結核・呼吸器感染疾患医療のセンター機能を有することを留意し、「地方独立行政法人大阪府立病院機構職員安全衛生管理規定」を準拠すること。また、発注者が必要とする感染症予防のためのワクチン接種に協力しなければならない。 
(9)業務従事者の中で体調不良の者や、感染症に罹患した疑いのある者が発生したときは、速やかに発注者の管理責任者にその詳細を報告するとともに、事後の処置についての指示を受けなければならない。
 　(10) この仕様書に記載のない事項については、発注者及び受注者が協議の上決定するものとする。 





















別紙1
	種類
	使用生地
	サイズ（cm）
	数量（１組）

	掛布団
	ダウン30% スモールフェザー70%
側面地(綿100%)
総重量 2.0Kg(ポリエステル綿)
	145×200
	1

	肌掛布団
	ダウン30% スモールフェザー70%
側面地(綿100%)
総重量 1.5Kg(ポリエステル綿)
	145×200
	1

	掛カバー
	綿100％
全覆共布横紐付き
	155×210
	3

	シーツ
	綿100％
	180×300
	3

	枕
	綿100％
（中身パイプチップ900g）
	35×50
	1

	枕カバー
	綿100％
	42×68
	3


1 上記の仕様に関わらず、寒気が著しい場合は、協議の上、掛布団、肌布団等を増加することができるものとする。
2 枕は、中身 900gのものとは別に、中身 700gのものを 100 個用意するものとする。
3 掛布団、肌掛布団は上記仕様とは別に、下表患者用ロング丈を5組用意するものとする。 
4 その他、定めのない事項については、その都度協議する。 
















【特別室・ドック用】 
	種類
	使用生地
	サイズ（cm）
	数量（１組）

	掛布団
	側地(表):TC80%20% 柄 
側地 (裏) : TC80%20% 無地 
中綿:ダウン 70%フェザー30% 1.3 kg
	145×195
	1

	肌掛布団
	側地(表):TC80%20% 柄 
側地 (裏) : TC80%20% 無地 
中綿:ダウン 70%フェザー30% 0.5 kg
	145×195
	1

	枕
	側地：ポリエステル100％
中身：パイプチップ
	30×45
	1



【患者用ロング丈】※リネン室常備品
	種類
	使用生地
	サイズ（cm）
	数量（１組）

	掛布団
	側地(表):綿100％ 柄 
側地 (裏):綿20% 柄 
中綿:ダウン 85%フェザー15% 1.0kg
	150×210
	1

	肌掛布団
	側地(表): 綿100％ 柄 
側地 (裏) : 綿100％柄  
中綿:ダウン 85%フェザー15% 0.3 kg
	150×210
	1

	掛カバー
	TC30％70％
全覆横開き紐付き　ピンクステッチ
	160×220
	3




 2 寝具類の洗濯及び補修等の基準品目
	品目
	交換期
	洗濯及び補修等

	掛布団
	年1回以上
	洗濯(殺菌消毒含む)・補修

	肌掛布団
	年1回以上
	洗濯(殺菌消毒含む)・補修

	掛カバー
	週1回以上
	洗濯(殺菌消毒含む)・アイロン仕上げ・補修

	シーツ
	週1回以上
	洗濯(殺菌消毒含む)・アイロン仕上げ・補修

	枕
	年1回以上
	洗濯(殺菌消毒含む)・補修

	枕カバー
	週1回以上
	洗濯(殺菌消毒含む)・アイロン仕上げ・補修


ただし、下記の場合は都度対応することとする。 
(1) 退院した患者の使用した寝具類は、その都度、交換、洗濯又は補修する。 
(2) 新規入院患者には交換、洗濯又は補修等を行った寝具類を常に用意すること。 
(3) センター内において、転病棟により退出した患者の使用した寝具類や汚染のあった寝具類につ
いても、その都度、交換、洗濯又は補修等を行うものとすること。 
(4) その他、定めのない事項については、その都度協議する。 






















別 紙(2) 
1 大阪国際がんセンター当直者等用寝具類仕様 
	種類
	使用生地
	サイズ（cm）
	数量（１組）

	掛布団
	側地(表): 綿 100% 柄
側地 (裏) : TC80%20% 無地 
中綿：ポリエステル 1.3 kg
	145×200
	1

	肌掛布団
	側地(表):綿100% 柄 
側地 (裏) : TC80%20% 無地 
中綿: ポリエステル 0.6 kg
	145×200
	1

	掛カバー
	側地：TC30％70％ 
中身：額縁ダイヤ型
	155×210
	3

	敷布
	細布♯2023晒
	180×300
	3

	枕
	細布♯2023　生織
（中身：パイプチップ）
	35×50
	1

	枕カバー
	細布♯2023　生織
	40×78
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(1) 上記の仕様に関わらず、寒気が著しい場合は、協議の上、掛布団、肌布団等を増加することができるものとする。 
(2)その他、定めのない事項については、その都度協議する。 
2 寝具類の洗濯及び補修等の基準 
	品目
	交換期
	洗濯及び補修等

	掛布団
	年1回以上
	洗濯(殺菌消毒含む)・補修

	肌掛布団
	年1回以上
	洗濯(殺菌消毒含む)・補修

	掛カバー
	毎日
	洗濯(殺菌消毒含む)・アイロン仕上げ・補修

	シーツ
	毎日
	洗濯(殺菌消毒含む)・アイロン仕上げ・補修

	枕
	年1回以上
	洗濯(殺菌消毒含む)・補修

	枕カバー
	毎日
	洗濯(殺菌消毒含む)・アイロン仕上げ・補修


(1) ただし、定めのない事項については、その都度協議する。 
